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ショートショート フィルムフェスティバル ＆ アジア代表 別所哲也 東京都知事を表敬訪問

全世界から集まった478作品から、東京をさまざまなイマジネーションで描いた作品を選出

『Cinematic Tokyo部門』の優秀賞（都知事賞）を小池都知事から発表！

本日より公開！庄司浩平さんや斉藤由貴さんら豪華俳優陣が出演

東京都と映画祭による特別製作ショートフィルム『彼方の声』も完成報告

米国アカデミー賞公認・アジア最大級の国際短編映画祭 ショートショートフィルムフェスティバル & アジア 2026

 米国アカデミー賞公認・アジア最大級の国際短編映画祭、ショートショート フィルムフェスティバル & アジア（SSFF & ASIA）の
代表を務める俳優・別所哲也は5月14日（木）、東京都庁にて小池百合子都知事を表敬訪問しました。
 本年、SSFF & ASIAは“ティーンズのやってみたい・見てみたい・触れてみたいを実現させる”体験型フェスイベント「超十代」とのコラボ
レーションが決定。映画祭ナビゲーターとして若年層から圧倒的な人気を誇る長浜広奈さん、本望あやかさんも都庁を訪問し、
SNSネイティブ世代の若い感性から、映像を通じた東京の魅力や彼らが感じる”東京“について語りました。
インターナショナル部門は28年目、東京都と共催しているアジア・ジャパン部門は23年目を迎える本映画祭。「シネマエンジニアリング

」という今回の開催テーマのもと、100カ国以上から5000本以上の作品がエントリーされたことを踏まえ、小池都知事は「アジア最大級
に成長したこの国際短編映画祭から、多くの才能が世界へ羽ばたいていることを大変心強く思います。」と映画祭開催の想いを語りま
した。
長浜さんからの挨拶では「私と同世代の10代の方々にも、映画祭を通じてショートフィルムの魅力を伝えていきたいです！」と元気よく

話し、本望さんは「20代になって、映画を観て感じることが変わってきていて、そういう変化も映画の魅力として伝えていきたいです。」と
少し緊張した様子を見せました。
 表敬訪問では、多彩な「東京」の魅力を発信するためにSSFF & ASIAと東京都が連携し、「東京」をテーマにしたショートフィルムを

世界から公募する「Cinematic Tokyo部門」の優秀作品を小池都知事から発表。本年は全世界から478本の応募があり、5作品
が最終選考に残りました。優秀作品の発表を前に、小池都知事は「東京は大都会でありながら、豊かな緑があり、歴史や文化も
息づく魅力的な街です。ぜひ東京でショートフィルムを制作いただき、国内外のクリエイターの皆さまの映像を通じて、東京の魅力を
伝えていただきたいと思っています。」と笑顔でコメントしました。
優秀賞（都知事賞）に選ばれたのは、日本人監督、高橋良輔氏が東京のような都市に生きる人物の内面や人間関係を丁寧に

描いた完成度の高いヒューマンドラマ『トーキョーサブマリン』。別所は「日常に潜む感情の機微を繊細に表現している点と、東京の多
様な風景が自然に織り込まれており、登場人物の心情と響き合いながら、都市「東京」の魅力を国内外へ発信している点が高く評価
されました。」と絶賛しました。
さらに、東京都と本映画祭による9回目となる映画製作プロジェクトも紹介。今年は新たに「Generative Tokyo Project」が立ち

上がり、先端技術や伝統工芸、アートなど、何かを創り出す東京の街やそこで暮らす人々の様子等を映し出すことで、東京の多彩な
魅力の一つとして世界に発信することを目的に制作。昨年のライブアクション部門でベストアクターアワードを受賞した作品、『Abyss(ア
ビス)』の野上鉄晃監督を迎え、庄司浩平さんや斉藤由貴さん他、豪華なキャストも登場する『彼方の声』の完成が発表されました。
本作は、AI技術によって再生された記憶と人間の感情を繊細に描き、先進的な都市空間と、古い街並みが交錯することで、東京

が持つ多層的な表情が印象的に表現しています。表敬訪問では本作の予告編が紹介されました。本編は本日より世界に向けて、
YouTubeで配信がスタート。映画祭会場では、5月30日（土）にMoN Takanawa: The Museum of Narrativesで上映し
ます。



2016年に設立された「Cinematic Tokyo」部門は、多彩な「東京」の魅力を国内外に発信するショートフィルムを全世界から募集。
今年は全世界から478本集まり、最終選考に5作品が選ばれ、本日小池都知事により優秀賞の『Tokyo Submarine/トーキョ
ーサブマリン』が発表されました。 

本作品は5/25（月）～6/10（水）までオンライングランドシアターで配信、5/30（土）にはMoN Takanawa:The Museum 
of Narrativesで上映いたします。

『Tokyo Submarine/トーキョーサブマリン』
監督：高橋良輔／日本／24:55／ドラマ／2026
東京という煌びやかな喧騒の奥にも、一人一人の物語が息づいている。42歳の男・深海潜は鬱屈とした停滞感の中、淡々とした日
々を過ごしていた。
ある日、謎の男・羽多野盛と出会ったことで彼の日常は少しずつ色を変え始める。

〈監督からのコメント〉

この作品は男性2人による1週間の青春ロードムービーです。 7日の中で2人が出会い、関係を深め、別れが訪れる。2人の関係の

変化を感じてください。 大人になってから共同生活をすることは、あまり多くはないと思います。ただこの世界の2人には、暮らすべくして

暮らした理由があるのだと感じてもらえると思います。

2人のおじさんがフレームの中にみっちりと詰まっている姿はとても愛おしく、なぜだか可愛らしく思えます。観終わった頃には、2人を好き

になってくれたら嬉しいです。

作品紹介ページ：https://www.shortshorts.org/2026/program/tokyo-submarine/

SSFF ＆ ASIA 2026 Cinematic Tokyo部門 優秀賞/東京作品都知事賞
『Tokyo Submarine/トーキョーサブマリン』

会の最後に、表敬訪問に参加した映画祭ナビゲーターの長浜広奈さんは、「私も作品を拝見しましたが、心にグッとくる作品が多く、
とても感動しました。人生の中で、見るべきだと思う作品がまだまだ沢山あると思うので、私と同年代の10代の方々にも魅力を伝えられ
るように頑張ります！」とコメント。本望あやかさんは、「20歳になってから、映画を通じて刺激を受けるものが増えてきました。その魅力を
より多くの人に伝えていけるよう頑張りたいです。SNSが主流になり、映画を観るきっかけが減っている今だからこそ、自分の強みでもある
SNSを通じて、“こんなに素敵な作品がある”ということを多くの人に届けていきたいです。」とナビゲーターとしての意気込みを語りました。

なお、本日発表された本部門の優秀賞作品『トーキョーサブマリン』は、6月10日（水）に行われるアワードセレモニーにて都知事賞
が授与されます。
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東京都とSSFF & ASIAは、これまで東京の魅力を国内外に発信するため、短編映画を通じたさまざまなプロジェクトを展開してき
ました。2022年には、持続可能な都市の実現をテーマとした「サステナブル・リカバリープロジェクト」を立ち上げ、東京の街やそこに暮ら
す人々、訪れる観光客の姿を描いたショートフィルムを制作・発信してきました。
そして2025年度より新たに始動した「Generative Tokyo Project」では、先端技術、伝統文化、アートなど、何かを生み出し続
ける（生成する）都市・東京に焦点を当て、東京で暮らす人々の営みや創造性を映し出すショートフィルム『彼方の声』を制作。
監督には、SSFF & ASIAの観光映像大賞やライブアクション部門ジャパンカテゴリーでも受賞歴のある、野上鉄晃(のがみ てっこう)
さん、キャストには庄司浩平(しょうじ こうへい)さん、斉藤由貴さんらを迎え、先端のAI技術によって再現された「過去」と、変わりゆく
東京の「今」が交錯する中で、真の人間らしさや生の実感を描き出す、近未来のヒューマンドラマが完成しました。

本プロジェクトで制作された作品は、SSFF& ASIAでの上映・配信に加え、国内外の映画祭での上映や、東京都の観光プロモー
ションなど多様な機会を通じて発信され、東京の新たな魅力を世界に届けていきます。また本事業を通じて、東京都とSSFF & 
ASIAは、これまで映画祭が輩出してきた監督・映像作家の創造力を活かしながら、東京の魅力の浸透、映画祭の価値向上、そし
て次世代映像制作者の育成を目指します。

本編は、本日よりYouTubeにて公開、6月10日（水）に開催の映画祭アワードセレモニーでは監督、キャストが登壇し完成発
表、ならびにメイキング映像も同日より公開いたします。 

『彼方の声』（So Far Away, So Close）
脚本・監督：野上鉄晃／日本／21:56／ドラマ／2026
キャスト：庄司浩平、安野澄、川瀬陽太、斉藤由貴 他
亡くなった恋人・澪の脳データをもとに再構成されたAI〈MIO〉。その稼働時間は、わずか24時間。尚人は、AIエンジニアたちの協力
を得て、スマートフォンの中に蘇った澪と東京で“一日だけの再会”を果たす。
母・美佐子との対話、個展の準備、東京の街を巡る時間の中で、尚人は「過去」と「今」を行き来しながら、澪と交わす何気ない会
話に生の実感を見出していく。
だが、刻一刻と迫る終わりの瞬間。再会の喜びと喪失の痛みを抱えながら、尚人は“続いてほしい時間”と向き合うことになる。

作品紹介ページ  https://shortshorts.org/tokyo_project/generative_tokyo/
本編および予告編、音声ガイド版： 同上サイト上にエンベッド
※メイキング映像は6月10日（水）公開予定

本作品は、2026年9月に誕生した、株式会社ルミネ最大規模の新施設「ニュウマン高輪 South 2階“＋Base１”」の映画祭サテ
ライト会場でも上映。館内には映画祭の魅力を伝えるポップおよびここでしか見られない「彼方の声」写真展も展開します。

【開催日時】5月25日（月）～31日（日）11時～/13時～/16時～
【会場】ニュウマン高輪 南棟2階 
【料金】無料 ※チケット予約はございません

Generative Tokyo Project 特別製作作品 『彼方の声』

https://shortshorts.org/tokyo_project/generative_tokyo/


監督：野上鉄晃
SSFF & ASIA 2025 ジャパン部門「Abyss」：ベストアクター賞、最震賞 supported by CRG、
SSFF & ASIA 2018と2022に、観光映像部門 観光映像大賞（観光庁長官賞）受賞。
1982年7月27日、長崎県長崎市生まれ。
東京ビジュアルアーツを卒業後に介護職の傍ら映像制作を開始。
現在は、長崎県を中心にCM・観光映像・短編映画等幅広く手掛けている。

キャスト：庄司浩平
東京都出身。2020年「魔進戦隊キラメイジャー」で俳優デビュー。以降、「君とゆきて咲く～新選組
青春録～」斎藤一役、テレビ朝日「仮面ライダーガヴ」仮面ライダーヴラム役など話題作に出演。
モデルとしてパリコレクションにも参加するなど、映像・ファッションの両分野で活躍の幅を広げている。
現在は、日本テレビのドラマ「俺たちの箱根駅伝」を撮影中。

キャスト：安野澄
1995年6月13日生まれ、東京都出身。
早稲田大学建築学科、武蔵野美術大学大学院を卒業後、本格的に活動を開始。
近年の出演作にNetflix『呪怨～呪いの家～』(21)、NHK連続テレビ小説『ちむどんどん』、舞台
『欲望という名の電車』(24)、主演映画『雨ニモマケズ』(24)、ショートフィルム『夏は君がいたから
色づいて。』(25)、映画『ROPE』(25)など。江戸川乱歩没後60年記念映画『3つのグノシエン
ヌ』ではヒロインを努めた。

＜『彼方の声』 監督・キャスト＞

キャスト：川瀬陽太
1990年頃より助監督・美術スタッフとして自主映画の世界にかかわり福居ショウジン『Rubber's 
Lover』にて俳優デビュー。
1997年キネマ旬報の新人賞候補に選出。その後自主映画、Vシネマ、映画、ドラマと様々な作品
に携わる。
2016年には映画『ローリング』と『犯る男』での演技が認められ、第25回日本映画プロフェッショナル
大賞 主演男優賞を受賞。

キャスト：植野行雄
1982年生まれ。大阪府出身。
ブラジルと日本のハーフ。お笑いコンビ「デニス」のボケ担当。
テンポの良いトーク力を武器に、テレビ・ラジオ・ライブなど幅広く活動している。
YouTubeチャンネル「デニスの怖いYouTube」は登録者数40万人を超える人気コンテンツ。

キャスト：江上敬子
1984年生まれ、島根県出身。お笑いコンビ「ニッチェ」のボケ担当。
バラエティ番組のみならず、ドラマや映画、舞台など幅広い分野で活躍。自然体のユーモアと人間味
あふれる存在感で作品に温度感を与える。
2025年「女芸人No.1決定戦 THE W」で9代目女王になる。
TBS系「王様のブランチ」、東海テレビ「スイッチ！」、CX「ノンストップ！」、TBS系「カイモノラボ」に
レギュラー出演中。

キャスト：斉藤由貴
1984年、『少年マガジン』(講談社)第3回ミスマガジンでグランプリに選ばれる。同年、明星食品
「青春という名のラーメン・胸騒ぎチャーシュー」のCMが話題を呼ぶ。1985年2月、『卒業』で歌手デ
ビュー。4月『スケバン刑事』(CX)で連続ドラマ初主演。12月公開『雪の断章 -情熱-』で映画初主
演。各映画賞の新人賞を受賞した。1986年連続テレビ小説『はね駒』(NHK)のヒロインを演じ、
1987年『レ・ミゼラブル』で初舞台を踏む。以降女優、歌手として幅広く活躍。2006年宮藤官九郎
脚本のドラマ『吾輩は主婦である』(TBS)の主演が評判を呼び、改めて注目される事となる。今年歌
手デビュー40周年を記念して、36年ぶりとなるツアー「40th Anniversary Tour “水辺の扉”～
Single Best Collection～」を開催。全国7ヶ所8公演SOLD OUT。大盛況に終わる。



【本件に関するお問い合わせ先】
ショートショート フィルムフェスティバル & アジア PR事務局(株式会社サニーサイドアップ内)
担当:竹内(070-1516-6026)、清田(080-4652-2201)、佐藤(080-4652-1425)

TEL:03-6894-3200 / FAX:03-5413-3050 / E-mail: SSFF@ssu.co.jp

ショートショート実行委員会  
担当：田中

TEL：03-5474-8201／FAX：03-5474-8202 ／ E-mail press@shortshorts.org

【ショートショート フィルムフェスティバル & アジア  2026 概要】
■開催期間：

5月25日（月）オープニングセレモニー

5月26日（火）～6月9日（火）東京会場

6月10日（水）アワードセレモニー

※オンライン会場は 5月25日（月）～6月30日（火）

（期間により配信プログラムが異なります。）

■上映会場：MoN Takanawa: The Museum of Narratives

（Box1000、Tatami、パークテラス）

                  赤坂インターシティコンファレンス、ユーロライブ、

WITH HARAJUKU HALL、LIFORK HARAJUKUほか

※会場により、期間、プログラムが異なります。

■チケット：

【前売り】一般 1,500円、大学生/U29/シニア/障がい者割引 1,200円

小学生・中学生・高校生 1,000円 小学生未満 無料

【当日券】一般 1,800円、大学生/U29/シニア/障がい者割引 1,500円

小学生・中学生・高校生 1,300円 小学生未満 無料

【パスポート】一般 7,000円、学生/シニア/障がい者割引 5,500円

【オンライン会場】2,500円（日本国内）/15米ドル（日本国外）

※オンライン会場のパスポートは5/25から販売開始

■一般からのお問い合わせ先：info@shortshorts.org

■オフィシャルサイト：https://www.shortshorts.org/2026

■主催：ショートショート実行委員会 / ショートショート アジア実行委員会

【ショートショート フィルムフェスティバル & アジア】
米国俳優協会（SAG）の会員でもある俳優 別所哲也が、米国で出会った「ショートフィルム」を、新しい映像ジャンルとして
日本に紹介したいとの想いから1999年にアメリカン・ショート・ショートフィルムフェスティバル創立。2001年には名称を「ショート
ショート フィルムフェスティバル（SSFF）」とし、2004年に米国アカデミー賞公認映画祭に認定されました。

また同年、アジア発の新しい映像文化の発信・新進若手映像作家の育成を目的とし、「ショートショート フィルムフェスティバル 
アジア（SSFF ASIA 共催：東京都）」が誕生。現在は 「SSFF & ASIA」を総称として映画祭を開催しています。

2018年に映画祭が20周年を迎えたことを記念し、グランプリ作品はジョージ・ルーカス監督の名を冠した「ジョージ・ルーカス ア
ワード」となりました。 2019年1月には、20周年の記念イベントとして「ショートショートフィルムフェスティバル in ハリウッド」が行
われ、また、2019年の映画祭より、ライブアクション部門（インターナショナル、アジアインターナショナル、ジャパンの各カテゴ
リー）およびノンフィクション部門の各優秀賞4作品が、2022年からはアニメーション部門の優秀賞を含む5作品が、翌年のア
カデミー賞短編部門へのノミネート候補とされる権利を獲得しました。

SSFF & ASIAは映画祭を通じて引き続き、若きクリエイターを応援してまいります。

【公式ウェブサイト】 https://www.shortshorts.org

▼本イベントのオフィシャル素材を下記よりダウンロードいただけます。
https://drive.google.com/drive/folders/1ezQzNDYlSoE93LNTHmNFGk-

gfcXnLLvt?usp=sharing
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